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『第４次八尾市地域福祉計画』の中間見直しにかかる基本理念及び基本目標等について 

 

 令和３年３月策定の第４次八尾市地域福祉計画（以下、「計画」という。）の計画期間は、令和３年度か

ら令和 10年度までの８年間で、中間年には前期計画の推進状況、社会情勢やニーズ、各種法制度等の変

化を踏まえ、総合的に評価を行い、計画の変更が必要となった場合は見直すものとしており、令和６年２

月 21日開催の地域福祉専門分科会（以下、「分科会」という。）においては、令和６年度の見直しに向け

て前期（令和３年度から令和５年度までの３年間）の振り返りを行い、八尾市が基本理念に掲げる「誰ひ

とり取り残さない しあわせを感じる共生のまち～おせっかい 日本一～」の実現に向けた取組みについ

て報告し、各委員より地域や各団体にて行っているこども分野を含めた取組みを中心として多くのご意

見をいただいた。 

 

 

⚫ 重層的支援体制整備事業実施計画について 

令和５年度より重層的支援体制整備事業（以下、「重層事業」という。） 

を実施しており、「誰ひとり取り残さない しあわせを感じる共生のまち」 

をめざして、令和５年３月に重層事業実施計画を策定し、計画の中間見直 

しにあわせて評価見直しを行うこととしている。 

  八尾市では、地域との関わりの希薄化や新型コロナウイルスの感染拡大 

等様々な要因がもたらす個人や世帯が抱える複雑化・複合化した課題に対 

応するため、「断らない相談支援」「参加支援」「地域づくり支援」の３つ 

の支援について、関係機関や地域との連携を特に重要視して事業を展開 

している。 

 また、重層事業は市民を含めた八尾市一丸で行う取組みであると考え、  

少しでも市民に重層事業を理解していただけるよう「つなげ～る」という 

キャラクターを松端委員長に作成いただき、地域のイベント等さまざまな 

場所で「まちのコイン」も活用した PR活動を続けている。 

 計画の見直しにあたっては、計画と重層事業実施計画それぞれの整合性 

を図りながら、市民、関係機関及び地域とともに創り上げていく地域共生 

社会の実現に向けた方向性を踏まえた内容とする必要がある。 

 また、重層事業だけでなく、今後市として積極的に取組んでいく内容や市民アンケート等から得られ

た新型コロナウイルスの感染拡大による生活状況や地域との関わりの変化等の現状を踏まえた、市民

にとっても分かりやすく親しみのある計画づくりを行っていく。 
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⚫ 基本理念について 

計画においては、困っている人を放っておけない八尾市民の「ほっとかれへん」「おもいやり」の気

質が生み出す「おせっかい」に着目し、この「おせっかい」によって「誰ひとり取り残さない しあわ

せを感じる共生のまち～おせっかい 日本一～」の実現に向けた取組みを展開している。分科会におい

ても、地域コミュニティの希薄化、それらに対応するためのこどもを含めた世代を超えたおせっかいの

必要性に関するご意見をいただいており、中間見直し後も重層事業の視点を踏まえながら、引き続きこ

れまでと同じ基本理念に基づき取組みを展開していく。 

 

⚫ 基本目標と実行計画の体系について 

基本理念の実現に向けて３つの基本目標及びそれらに紐づく 10の実行計画を掲げ、市全体で具体的

な取組みを展開しており、分科会においても中間見直し後も引き続き実行計画に関連する取組みを進

めるべく取組みの示し方や内容についてご意見をいただく中で一定の評価をいただいている。 

また、３つの基本目標の達成に向けて取り組むことで、本市での重層的支援体制の構築を行ってお

り、引き続き下記基本目標等に基づき取組みを推進していく。 

 

 

誰ひとり取り残さない しあわせを感じる共生のまち 
～ おせっかい 日本一  ～ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「受け手」「支え手」でなく、八

尾市の誰もが役割を持ち、活躍

できる「地域共生社会」の実現

が必要 

八尾市はこんなところ 

○近所づきあいの希薄化 

○地域活動への参加率は高いといえない 

○福祉の担い手が不足（特に若い人） 

○支援が必要な人は今後も増加 

 

地域福祉のめざすところ 八尾市のピンチ（課題） 

福祉の追い風 

おせっかい 

日本一 

 


